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２㹂２㸯 

ᆅ域科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策における 
コーディネータ関連策に関する考察 

 
 （┬ᒸ本ಙྖ㸦文部科学ۑ

 
 
 
 

㸯㸬ࡵࡌࡣ 

ᡃがᅜの重要ᨻ策課題であるᆅ域科学ᢏ⾡イノ࣋

ーࣙࢩンの᥎㐍において㸪重要な役を果たす⏘学

ᐁ連ᦠをに᥎㐍するためには㸪大学のࢩーࢬと

業のࢽーࢬを࣐ッチングさせるコーディネータの

Ꮡᅾが可Ḟである。 
ᆅ域科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策におけるコーデ

ィネータ関連策は㸪1996年ᗘから㛤始されたᆅ域

研究㛤発ಁ㐍ᣐⅬᨭ事業㸦RSP）「科学ᢏ⾡コー

ディネータ」や 2001 年ᗘから㛤始された⏘学ᐁ連

ᦠᨭ事業「⏘学ᐁ連ᦠコーディネーター」など多

くの関連策がᐇされており㸪行ᨻๅ新会㆟事業

仕分けによるᆅ域科学ᢏ⾡・⏘学ᐁ連ᦠ関連事業の

大ᖜな⦰ᑠを受けつつ㸪ᗈ⩏のコーディネータとし

て 2011 年ᗘからは「リࢧーチ・アドࢽ࣑ストレー

タ」⫱ᡂ・確保ࢩステᩚ࣒ഛ事業も㛤始されるなど

ᖜᗈく展㛤されている。 
本研究では㸪ᆅ域科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策に

おけるコーディネータ関連策のኚ㑄をᴫ観して㸪

ඛ行研究ཬྛࡧ種資料からコーディネータにᮇᚅさ

れる役・業務等を᳨ウすることにより㸪日本生

に向けたᡃがᅜのᙉࡳを活かした࢜ープン・イノ࣋

ーࣙࢩンࢩステ࣒の構築にᐤ与するコーディネータ

関連策のᚋの課題と展望について考察する。 
なお㸪本✏では「コーディネータ」の定⩏として㸪

「⏘学ᐁ連ᦠ活動において調ᩚ者・௰者的役を

果たすேᮦ」をᖜᗈくྵࡴものとして㸪ಶ別ไᗘの

⾲グ௨外の⥲⛠は「コーディネータ」と⾲グする。 
 
２㸬ᆅᇦ⛉Ꮫᢏ⾡ࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀᨻ⟇࣮ࢥࡿࡅ࠾

 ኚ㑄ࡢ⟇㛵㐃ࢱ࣮ࢿࢹ

２㸬㸯 ➨㸯㹼３ᮇ⛉Ꮫᢏ⾡ᇶᮏィ⏬ᮇ㛫࡛ࡢ㛵㐃

⟇ 

1995年11᭶に科学ᢏ⾡基本法が行され㸪基本

法に基づく➨ 1 ᮇ科学ᢏ⾡基本計画㸦1996 年 7 ᭶

㛶㆟Ỵ定㸪対象ᮇ間㸸1996㹼2000 年ᗘ）において

は㸪「ᆅ域における科学ᢏ⾡の⯆」として㸪ᆅ域の

等に対ᛂした⏘学ᐁ連ᦠ・交流ಁ㐍のためのࢬーࢽ

コーディネート活動のᙉ化等がᥖࡆられるとともに㸪

⏘学ᐁ連ᦠについては㸪「研究㛤発ࢩステ࣒のᩚഛ」

として㸪⏘学ᐁの連ᦠ・交流等のಁ㐍がᥖࡆられ㸪

ᅜ❧大学等とẸ間とのඹ同研究の✚ᴟ的᥎㐍等がつ

定されている。 
この基本計画を㋃まえて㸪科学ᢏ⾡庁㸦現文部科

学┬）ではᆅ域研究㛤発ಁ㐍ᣐⅬ㸦RSP）事業㸦1996
年ᗘ㹼）㸪ᆅ域結集ඹ同研究事業㸦1997 年ᗘ㹼）等

が㛤始された。 
RSP 事業では「科学ᢏ⾡コーディネータ」㸪ᆅ域

結集ඹ同研究事業では「新ᢏ⾡エージ࢙ント」がタ

⨨され㸪これらのコーディネータの多くが㸪ᚋの文

部科学┬「⏘学連ᦠコーディネーター」をはじめと

するᆅ域におけるྛ種コーディネータの中᰾ேᮦと

して活動している。 
また㸪大学等ᢏ⾡⛣㌿ಁ㐍法㸦TLO 法㸸1998 年

8᭶）による大学保᭷特チの⏘業⏺のᢏ⾡⛣㌿㸦ラ

イセンࢩング）を行うᢏ⾡⛣㌿機関㸦TLO）がタ⨨

され㸪通ၟ⏘業┬㸦現⤒῭⏘業┬）の大学等ᢏ⾡⛣

㌿⿵ຓ金事業としてᢏ⾡スࢩ࣌ャリストのே件費が

計上されるとともに㸪ᨻ策ᨭᥐ⨨として特チ庁特

チ流通ಁ㐍事業により㸦社)発明༠会から「特チ流通

アドバイザー」がὴ㐵された。さらに 1999 年には

日本新事業ᨭ機関༠㆟会㸦JANBO）がタ㸪2000
年ᗘから「インキࣗ࣋ーࣙࢩン・࣐ネージャー」㣴

ᡂ研ಟ事業が㛤始㸦2002年ᗘ௨㝆は⤒῭⏘業┬⿵ຓ

事業）され㸪2000年ᗘからはⱝ手の⏘学ᐁ連ᦠேᮦ

㣴ᡂを目的とした⏘業ᢏ⾡࢙ࣇローࢩップ事業によ

り「NEDO࢙ࣇロー」がὴ㐵された。 
➨2ᮇ科学ᢏ⾡基本計画㸦2001年3᭶㛶㆟Ỵ定㸪

対象ᮇ間㸸2001㹼2005年ᗘ）においては㸪「ᆅ域に

おける科学ᢏ⾡⯆のための環境ᩚഛ」として㸪「ᆅ

域における知的クラスターのᙧᡂ」ཬࡧ「ᆅ域にお

ける科学ᢏ⾡策のな展㛤」で構ᡂされている。 
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これにより⤒῭⏘業┬「ᆅ域生・⏘業集✚計画

㸦⏘業クラスター計画）」㸦2001 年ᗘ）㸪文部科学┬

「知的クラスターᡂ事業」ཬࡧ「㒔ᕷエリア⏘学

ᐁ連ᦠಁ㐍事業」㸦2002㹼2013 年ᗘ）が㛤始され㸪

⏘業クラスターでは「クラスタ・࣐ネージャー」㸪知

的クラスターཬࡧ㒔ᕷエリアでは「科学ᢏ⾡コーデ

ィネータ」がタ⨨された。 
また㸪科学ᢏ⾡⯆機構㸦JST）研究ᡂ果活用プ

ラザ㸦2001㹼2004年ᗘ）ཬࡧJSTࢧテライト㸦2005
㹼2006 年ᗘ）がᆅ域にタ⨨㸪「科学ᢏ⾡コーディネ

ータ」が配⨨された。 
⏘学ᐁ連ᦠ関ಀでは㸪➨2ᮇ基本計画での「⏘業

ᢏ⾡ຊのᙉ化と⏘学ᐁ連ᦠの仕⤌ࡳのᨵ㠉」等を受

けて㸪「⏘学ᐁ連ᦠコーディネーター」による大学の

ᨭを行う文部科学┬「⏘学ᐁ連ᦠᨭ事業」㸦2001
年ᗘ㹼ไᗘはኚ㑄）㸪ᅜ❧大学のインキࣗ࣋ーࣙࢩ

ンタのタ⨨㸦2001 年ᗘ㹼）㸪文部科学┬「⏘学ᐁ

ඹ同研究のຠ果的な᥎㐍事業」ཬࡧ⤒῭⏘業┬「大

学発事業出ᐇ用化研究㛤発事業」㸦2002 年ᗘ㹼）

といったᐁẸඹ同負担による大学とẸ間業とのඹ

同研究プロジ࢙クトを対象としたຓᡂไᗘのタ㸪

⛯ไ上のᨭᥐ⨨である特別ඹ同ヨ験研究⛯㢠᥍㝖

ไᗘのタが行ࢃれた。 

この他㸪「⏘学ᐁ連ᦠ࣑ࢧット」㸦2001年㹼毎年ᗘ）㸪

「ᆅ域⏘学ᐁ連ᦠ࣑ࢧット」㸦2001㹼2002 年計 11
ᅇ）㸪「⏘学ᐁ連ᦠ᥎㐍会㆟」㸦2002年㹼毎年ᗘ）㸪「イ

ノ࣋ーࣙࢩン・ジャパン㹼大学見本ᕷ㹼」㸦2004 年

㹼毎年ᗘ）が㛤ദされる等⏘学ᐁの交流が一ᒙ活発

化した。 

さらにJSTᢏ⾡⛣㌿ᨭセンターに「ᢏ⾡⛣㌿プ

ランࢼー」㸦2002年ᗘ㹼）㸪「特チ主௵調査ဨ」㸦2003
年ᗘ㹼）がᑓ門スタッࣇとして配⨨され㸪知的㈈⏘

基本法㸦2002年12᭶）ཬࡧ同基本法に基づく「知

的㈈⏘の出㸪保ㆤཬࡧ活用に関する᥎㐍計画」

㸦2003年7᭶知的㈈⏘ᡓ␎本部Ỵ定）を㋃まえて㸪

2003年ᗘから文部科学┬「大学知的㈈⏘本部ᩚഛ事

業」が㛤始され㸪ᘚ理ኈ㸪ᘚㆤኈ等のᑓ門ᐙேᮦが

㠀ᖖとして本部に参画した。 
➨3ᮇ科学ᢏ⾡基本計画㸦2006年3᭶㛶㆟Ỵ定㸪

対象ᮇ間㸸2006㹼2010 年ᗘ）においては㸪ᆅ域科

学ᢏ⾡ᨻ策に関して㸪「ᆅ域イノ࣋ーࣙࢩン・ࢩステ

の構築と活ຊあるᆅ域づくり」として㸪「ᆅ域クラ࣒

スターのᙧᡂ」ཬࡧ「ᆅ域における科学ᢏ⾡策の

な᥎㐍」で構ᡂされ㸪「知的クラスター」㸪「⏘業

クラスター」をྵࡴᆅ域クラスターのᙧᡂ等による

ᆅ域イノ࣋ーࣙࢩン・ࢩステ࣒の構築等がᥖࡆられ㸪

⏘学ᐁ連ᦠについては「⏘学ᐁの持続的・発展的な

連ᦠࢩステ࣒の構築」がᥖࡆられた。 
ලయ的な策としては㸪「⏘業クラスター計画」

㸦2006㹼2010年ᗘ➨ϩᮇᡂ㛗ᮇ㸪2011年ᗘ㹼➨Ϫ

ᮇ㸪事業仕分けᚋ構築）の一環として㸪「ᆅ域資源

活用ᆺ研究㛤発事業」㸦2007 年ᗘ㹼）㸪「ᆅ域新生コ

ンࢯーࢩア࣒研究㛤発事業」ཬࡧ「ᆅ域新つ⏘業

造ᢏ⾡㛤発費⿵ຓ事業」に代ࢃる「ᆅ域イノ࣋ーࢩ

ࣙン༠プログラ࣒」㸦2008年ᗘ㹼㸸「ᆅ域イノ࣋ー

ン出研究㛤発事業」等で構ᡂ）㸪「知的クラスࣙࢩ

ターᡂ事業」㸦2007年ᗘから➨ϩᮇ㛤始）ཬࡧ「㒔

ᕷエリア⏘学ᐁ連ᦠಁ㐍事業」㸪「ᆅ域の知のᣐⅬ

生プログラ࣒」㸦2006年2᭶ᆅ域生本部Ỵ定）に

基づく科学ᢏ⾡⯆調ᩚ費「ᆅ域生ேᮦ出ᣐⅬ

のᙧᡂ」㸦2006 年ᗘ㹼）㸪「ඛ➃⼥合㡿域イノ࣋ーࢩ

ࣙン出ᣐⅬᙧᡂプログラ࣒」㸦2006 年ᗘ㹼）等が

あり㸪㸦⊂）科学ᢏ⾡⯆機構㸦JST）のᆅ域科学ᢏ

⾡関連策については 2006 年ᗘから「ᆅ域イノ࣋

ーࣙࢩン出⥲合ᨭ事業」㸦「ᆅ域結集ᆺ研究㛤発

プログラ࣒」ཬࡧ「重Ⅼᆅ域研究㛤発᥎㐍プログラ

ࣙࢩー࣋で構ᡂされ㸪ᚋ者はさらにJST「イノ「࣒

ンプラザ・ࢩーࢬ発᥀ヨ験・⫱ᡂ研究」等で構ᡂ）

としてᩚ理・⤫合された。  
⏘学ᐁ連ᦠ策については㸪文部科学┬「大学知

的㈈⏘本部ᩚഛ事業」㸦2003㹼2007年ᗘ）にᘬき続

き 2008 年ᗘから「⏘学ᐁ連ᦠᡓ␎展㛤事業」が㛤

始され㸪「ᡓ␎展㛤プログラ࣒」㸦「大学知的㈈⏘本部

ᩚഛ事業」の発展的ᚋ⥅事業に相ᙜ）と「コーディ

ネートプログラ࣒」㸦「⏘学ᐁ連ᦠᨭ事業」ᚋ⥅の

「⏘学ᐁ連ᦠ活動高ᗘ化ಁ㐍事業」㸦2006㹼2007年

ᗘ）のᚋ⥅事業に相ᙜ㸪「⏘学ᐁ連ᦠコーディネータ

ー」配⨨ไᗘ）構ᡂされ㸪(1)ᅜ㝿的な⏘学連ᦠ活動

の᥎㐍㸪(2)特Ⰽあるඃれた⏘学ᐁ連ᦠ活動の᥎㐍㸪

(3)知的㈈⏘基┙のᙉ化といった方向性で大学等に

おける⏘学ᐁ連ᦠయไのᩚഛや⏘学ᐁ連ᦠ活動の᥎

㐍をᨭしており㸪文部科学┬と⤒῭⏘業┬が連ᦠ

して⏘学ᐁ連ᦠᣐⅬのᙧᡂをᨭするため㸪2009
年ᗘより「ᆅ域中᰾⏘学ᐁ連ᦠᣐⅬ」ཬࡧ「グロー

バル⏘学ᐁ連ᦠᣐⅬ」が㑅定された㸦2009年ᗘᆅ域

10ᣐⅬ㸪グローバル5ᣐⅬ㑅定）。 
また㸪2009年ᗘ⿵正ண⟬でᆅ域における⏘学ᐁ連

ᦠのྲྀ⤌をຍ㏿するため㸪㸦⊂）科学ᢏ⾡⯆機構に

よる「ᆅ域⏘学ᐁඹ同研究ᣐⅬᩚഛ事業」として構

ᨭᆅ域28ᆅ域㸪基┙ᙧᡂᨭᆅ域12ᆅ域の計
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これにより⤒῭⏘業┬「ᆅ域生・⏘業集✚計画

㸦⏘業クラスター計画）」㸦2001 年ᗘ）㸪文部科学┬

「知的クラスターᡂ事業」ཬࡧ「㒔ᕷエリア⏘学

ᐁ連ᦠಁ㐍事業」㸦2002㹼2013 年ᗘ）が㛤始され㸪

⏘業クラスターでは「クラスタ・࣐ネージャー」㸪知

的クラスターཬࡧ㒔ᕷエリアでは「科学ᢏ⾡コーデ

ィネータ」がタ⨨された。 
また㸪科学ᢏ⾡⯆機構㸦JST）研究ᡂ果活用プ

ラザ㸦2001㹼2004年ᗘ）ཬࡧJSTࢧテライト㸦2005
㹼2006 年ᗘ）がᆅ域にタ⨨㸪「科学ᢏ⾡コーディネ

ータ」が配⨨された。 
⏘学ᐁ連ᦠ関ಀでは㸪➨2ᮇ基本計画での「⏘業

ᢏ⾡ຊのᙉ化と⏘学ᐁ連ᦠの仕⤌ࡳのᨵ㠉」等を受

けて㸪「⏘学ᐁ連ᦠコーディネーター」による大学の

ᨭを行う文部科学┬「⏘学ᐁ連ᦠᨭ事業」㸦2001
年ᗘ㹼ไᗘはኚ㑄）㸪ᅜ❧大学のインキࣗ࣋ーࣙࢩ

ンタのタ⨨㸦2001 年ᗘ㹼）㸪文部科学┬「⏘学ᐁ

ඹ同研究のຠ果的な᥎㐍事業」ཬࡧ⤒῭⏘業┬「大

学発事業出ᐇ用化研究㛤発事業」㸦2002 年ᗘ㹼）

といったᐁẸඹ同負担による大学とẸ間業とのඹ

同研究プロジ࢙クトを対象としたຓᡂไᗘのタ㸪

⛯ไ上のᨭᥐ⨨である特別ඹ同ヨ験研究⛯㢠᥍㝖

ไᗘのタが行ࢃれた。 

この他㸪「⏘学ᐁ連ᦠ࣑ࢧット」㸦2001年㹼毎年ᗘ）㸪

「ᆅ域⏘学ᐁ連ᦠ࣑ࢧット」㸦2001㹼2002 年計 11
ᅇ）㸪「⏘学ᐁ連ᦠ᥎㐍会㆟」㸦2002年㹼毎年ᗘ）㸪「イ

ノ࣋ーࣙࢩン・ジャパン㹼大学見本ᕷ㹼」㸦2004 年

㹼毎年ᗘ）が㛤ദされる等⏘学ᐁの交流が一ᒙ活発

化した。 

さらにJSTᢏ⾡⛣㌿ᨭセンターに「ᢏ⾡⛣㌿プ

ランࢼー」㸦2002年ᗘ㹼）㸪「特チ主௵調査ဨ」㸦2003
年ᗘ㹼）がᑓ門スタッࣇとして配⨨され㸪知的㈈⏘

基本法㸦2002年12᭶）ཬࡧ同基本法に基づく「知

的㈈⏘の出㸪保ㆤཬࡧ活用に関する᥎㐍計画」

㸦2003年7᭶知的㈈⏘ᡓ␎本部Ỵ定）を㋃まえて㸪

2003年ᗘから文部科学┬「大学知的㈈⏘本部ᩚഛ事

業」が㛤始され㸪ᘚ理ኈ㸪ᘚㆤኈ等のᑓ門ᐙேᮦが

㠀ᖖとして本部に参画した。 
➨3ᮇ科学ᢏ⾡基本計画㸦2006年3᭶㛶㆟Ỵ定㸪

対象ᮇ間㸸2006㹼2010 年ᗘ）においては㸪ᆅ域科

学ᢏ⾡ᨻ策に関して㸪「ᆅ域イノ࣋ーࣙࢩン・ࢩステ

の構築と活ຊあるᆅ域づくり」として㸪「ᆅ域クラ࣒

スターのᙧᡂ」ཬࡧ「ᆅ域における科学ᢏ⾡策の

な᥎㐍」で構ᡂされ㸪「知的クラスター」㸪「⏘業

クラスター」をྵࡴᆅ域クラスターのᙧᡂ等による

ᆅ域イノ࣋ーࣙࢩン・ࢩステ࣒の構築等がᥖࡆられ㸪

⏘学ᐁ連ᦠについては「⏘学ᐁの持続的・発展的な

連ᦠࢩステ࣒の構築」がᥖࡆられた。 
ලయ的な策としては㸪「⏘業クラスター計画」

㸦2006㹼2010年ᗘ➨ϩᮇᡂ㛗ᮇ㸪2011年ᗘ㹼➨Ϫ

ᮇ㸪事業仕分けᚋ構築）の一環として㸪「ᆅ域資源

活用ᆺ研究㛤発事業」㸦2007 年ᗘ㹼）㸪「ᆅ域新生コ

ンࢯーࢩア࣒研究㛤発事業」ཬࡧ「ᆅ域新つ⏘業

造ᢏ⾡㛤発費⿵ຓ事業」に代ࢃる「ᆅ域イノ࣋ーࢩ

ࣙン༠プログラ࣒」㸦2008年ᗘ㹼㸸「ᆅ域イノ࣋ー

ン出研究㛤発事業」等で構ᡂ）㸪「知的クラスࣙࢩ

ターᡂ事業」㸦2007年ᗘから➨ϩᮇ㛤始）ཬࡧ「㒔

ᕷエリア⏘学ᐁ連ᦠಁ㐍事業」㸪「ᆅ域の知のᣐⅬ

生プログラ࣒」㸦2006年2᭶ᆅ域生本部Ỵ定）に

基づく科学ᢏ⾡⯆調ᩚ費「ᆅ域生ேᮦ出ᣐⅬ

のᙧᡂ」㸦2006 年ᗘ㹼）㸪「ඛ➃⼥合㡿域イノ࣋ーࢩ

ࣙン出ᣐⅬᙧᡂプログラ࣒」㸦2006 年ᗘ㹼）等が

あり㸪㸦⊂）科学ᢏ⾡⯆機構㸦JST）のᆅ域科学ᢏ

⾡関連策については 2006 年ᗘから「ᆅ域イノ࣋

ーࣙࢩン出⥲合ᨭ事業」㸦「ᆅ域結集ᆺ研究㛤発

プログラ࣒」ཬࡧ「重Ⅼᆅ域研究㛤発᥎㐍プログラ

ࣙࢩー࣋で構ᡂされ㸪ᚋ者はさらにJST「イノ「࣒

ンプラザ・ࢩーࢬ発᥀ヨ験・⫱ᡂ研究」等で構ᡂ）

としてᩚ理・⤫合された。  
⏘学ᐁ連ᦠ策については㸪文部科学┬「大学知

的㈈⏘本部ᩚഛ事業」㸦2003㹼2007年ᗘ）にᘬき続

き 2008 年ᗘから「⏘学ᐁ連ᦠᡓ␎展㛤事業」が㛤

始され㸪「ᡓ␎展㛤プログラ࣒」㸦「大学知的㈈⏘本部

ᩚഛ事業」の発展的ᚋ⥅事業に相ᙜ）と「コーディ

ネートプログラ࣒」㸦「⏘学ᐁ連ᦠᨭ事業」ᚋ⥅の

「⏘学ᐁ連ᦠ活動高ᗘ化ಁ㐍事業」㸦2006㹼2007年

ᗘ）のᚋ⥅事業に相ᙜ㸪「⏘学ᐁ連ᦠコーディネータ

ー」配⨨ไᗘ）構ᡂされ㸪(1)ᅜ㝿的な⏘学連ᦠ活動

の᥎㐍㸪(2)特Ⰽあるඃれた⏘学ᐁ連ᦠ活動の᥎㐍㸪

(3)知的㈈⏘基┙のᙉ化といった方向性で大学等に

おける⏘学ᐁ連ᦠయไのᩚഛや⏘学ᐁ連ᦠ活動の᥎

㐍をᨭしており㸪文部科学┬と⤒῭⏘業┬が連ᦠ

して⏘学ᐁ連ᦠᣐⅬのᙧᡂをᨭするため㸪2009
年ᗘより「ᆅ域中᰾⏘学ᐁ連ᦠᣐⅬ」ཬࡧ「グロー

バル⏘学ᐁ連ᦠᣐⅬ」が㑅定された㸦2009年ᗘᆅ域

10ᣐⅬ㸪グローバル5ᣐⅬ㑅定）。 
また㸪2009年ᗘ⿵正ண⟬でᆅ域における⏘学ᐁ連

ᦠのྲྀ⤌をຍ㏿するため㸪㸦⊂）科学ᢏ⾡⯆機構に

よる「ᆅ域⏘学ᐁඹ同研究ᣐⅬᩚഛ事業」として構

ᨭᆅ域28ᆅ域㸪基┙ᙧᡂᨭᆅ域12ᆅ域の計

 

40ᆅ域が᥇ᢥされるとともに㸪⤒῭⏘業┬では㸪大

学・研究機関と業とがඹ同యไを構築し出ཱྀ指向

のඛ➃的な研究㛤発を行う「⏘業ᢏ⾡研究㛤発タ

ᩚഛ費⿵ຓ金㸦ඛ➃イノ࣋ーࣙࢩンᣐⅬᩚഛ事業）」

として16件㸦2008年ᗘ➨2ḟ⿵正ண⟬3件）を᥇

ᢥした。 
 
２㸬２ ᴗศࡅక࠺ᆅᇦ⛉Ꮫᢏ⾡ࢩ࣮࣋ࣀ

ࣙࣥᨻ⟇ࡢぢ┤ࡋ➨㸲ᮇ⛉Ꮫᢏ⾡ᇶᮏィ⏬ 

2009 年 9 ᭶のẸ主ඪを中心とする㬀山連❧内㛶

発足によるᨻᶒ交代で㸪行ᨻๅ新会㆟㸦2009 年 9
᭶㛶㆟Ỵ定）の事業仕分け㸦2009年11᭶㹼）がᐇ

されて㸪文部科学┬のᆅ域科学ᢏ⾡⯆・⏘学ᐁ

連ᦠ関連事業については「ᗫṆ」との評価結果とな

った。この評価結果を㋃まえて㸪文部科学┬ 2010
年ᗘண⟬において㸪ᆅ域科学ᢏ⾡⯆・⏘学ᐁ連ᦠ

関連の新つ事業についてはண⟬計上見㏦り㸪⥅続事

業については「イノ࣋ーࣙࢩンࢩステᩚ࣒ഛ事業」

として一本化した上で㸪2013年ᗘᮎまでにẁ㝵的に

⤊することとなった。 
ලయ的には㸪᪤Ꮡの「知的クラスターᡂ事業」㸪

「㒔ᕷエリア⏘学ᐁ連ᦠಁ㐍事業」㸪「⏘学ᐁ連ᦠᡓ

␎展㛤事業」の3事業を⤫合して「イノ࣋ーࣙࢩン・

ഛ事業」にᩚ࣒ステࢩ 1 本化㸦「ᆅ域イノ࣋ーࣙࢩ

ンクラスタープログラ࣒」㸦グローバルᆺ㸪㒔ᕷエリ

アᆺ㸪重Ⅼᨭᯟで構ᡂ）と「大学等⏘学ᐁ連ᦠ自

❧化ಁ㐍プログラ࣒」㸦「⏘学ᐁ連ᦠᡓ␎展㛤事業㸦コ

ーディネートプログラ࣒）」は本プログラ࣒の「コー

ディネートᨭᆺ」に⛣行）の2プログラ࣒で構ᡂ）㸪

᪤Ꮡの「ᆅ域イノ࣋ーࣙࢩン出⥲合ᨭ事業」に

おける⥅続事業分を「研究ᡂ果最㐺展㛤ᨭ事業

㸦A-STEP）」に⛣⟶した。 
さらに 2011 年ᗘཬࡧ 2012 年ᗘには㸪文部科学

┬・⤒῭⏘業┬・㎰ᯘỈ⏘┬が㸪「ᆅ域イノ࣋ーࣙࢩ

ンᡓ␎᥎㐍ᆅ域」として24ᆅ域㸦ᅜ㝿➇தຊᙉ化9
ᆅ域ཬࡧ研究機能・⏘業集✚高ᗘ化15ᆅ域）ཬ5ࡧ
ᆅ域㸦ᅜ㝿➇தຊᙉ化2ᆅ域ཬࡧ研究機能・⏘業集

✚高ᗘ化3ᆅ域）㸩㟈⅏⯆ᨭ4ᆅ域を㑅定㸪こ

の᥎㐍ᆅ域から㸪文部科学┬は「ᆅ域イノ࣋ーࣙࢩ

ンᡓ␎ᨭプログラ࣒」対象13ᆅ域ཬ10ࡧᆅ域㸩

㟈⅏⯆ᨭ4ᆅ域を㑅定した。 
このᡓ␎ᨭプログラ࣒の対象⤒費には㸪ᆅ域の

大学等研究機関におけるコンࢯーࢩア࣒等の知のネ

ットワークを構築し㸪大学等のᢏ⾡ࢩーࢬを発᥀し

てᆅ域のᢏ⾡ࢩーࢬ情報を集・ᩚ 理するとともに㸪

業のࢽーࢬ調査や࣐ッチング等を行う「ᆅ域連ᦠ

コーディネータ㸦௬⛠）」をはじめ全య的な࣐ネジ࣓

ントを行う「プロジ࢙クトディレクター」のே件費

計上も認められており㸪࣐ッチングࣇンドとして

のᆅ域㸦負担分）資金には「科学ᢏ⾡コーディネー

タ」のே件費・活動費計上が♧されている。 
⏘学ᐁ連ᦠ策では㸪文部科学┬において 2011

年ᗘから「リࢧーチ・アドࢽ࣑ストレータを⫱ᡂ・

確保するࢩステ࣒のᩚഛ」事業が㛤始され㸪2011
年ᗘはスキルᶆ‽策定㸪研ಟ・ᩍ⫱プログラᩚ࣒ഛ

として 2 大学㸪活用・⫱ᡂᨭ 5 大学㸪2012 年ᗘ

活用ᨭ 10㸦ୡ⏺的研究ᣐⅬᩚഛ㸸3㸪ᑓ門分㔝ᙉ

化㸸3㸪ᆅ域㈉献・⏘学連ᦠᙉ化㸸6）大学が᥇ᢥさ

れた。 
「リࢧーチ・アドࢽ࣑ストレータ」とは㸪「大学等

において㸪研究者とともに研究活動の画・࣐ネジ

࣓ント㸪研究ᡂ果活用ಁ㐍を行うことにより㸪研究

者の研究活動の活性化や研究㛤発࣐ネジ࣓ントのᙉ

化等をᨭえる業務にᚑ事するேᮦ」と⨨けられ

ている。 
ᮾ日本大㟈⅏発生にకい᳨ウが行ࢃれた➨4ᮇ

科学ᢏ⾡基本計画㸦2011年8᭶㛶㆟Ỵ定）では㸪「ᑗ

来にࢃたる持続的なᡂ㛗と社会の発展のᐇ現」にお

いて㸪㟈⅏からの⯆㸪生のᐇ現とグリーン・イ

ノ࣋ーࣙࢩンཬࡧライࣇ・イノ࣋ーࣙࢩンをはじめ

とする様々な課題ゎỴᆺイノ࣋ーࣙࢩンの出をಁ

す新たなࢩステ࣒として㸪「⏘学ᐁの『知』のネット

ワークᙉ化」㸪「⏘学ᐁ༠働のための『場』の構築」

等にຍえて㸪「ᆅ域イノ࣋ーࣙࢩンࢩステ࣒の構築」

をᥖࡆて㸪被⅏ᆅ域における特Ⰽやఏ⤫を活かすな

ど㸪科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンを✚ᴟ的に活用した新

たなྲྀ⤌をඃඛ的に᥎㐍し㸪࣋ンチャー業等の活

性化等によるᆅ域の⯆㸪生を㏿やかにᐇ現して

いくᚲ要があるとした。 
᥎㐍方策として㸪ᆅ域が主య的に策定するඃれた

構の研究ẁ㝵から事業化に⮳るまでの関ಀᗓ┬の

策によるᨭ㸪ඃれたᡂ果をあࡆているᆅ域クラ

スターを自ᚊ的なᡂ㛗の᰾となるような研究㛤発に

おけるネットワークᙧᡂ㸪ேᮦ㣴ᡂཬࡧ確保㸪知的

㈈⏘活動等に関する重Ⅼ的なᨭ㸪被⅏ᆅ域等を中

心とした関ಀ機関との連ᦠによる特༊ไᗘを活用し

たᐁẸの関連研究機関が集✚した新たな研究㛤発イ

ノ࣋ーࣙࢩンのᅜ㝿的ᣐⅬ等のᙧᡂに関する᳨ウ等

を行うとした。 
これらを㋃まえた2012年ᗘண⟬では㸪「大学発新
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⏘業出ᣐⅬプロジ࢙クト」㸪「⏘学ᐁ連ᦠによるᮾ

発科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩン出プロジ࢙クト」等

が㛤始された。 
なお㸪2012年ᗘ⤊ண定の「大学等⏘学ᐁ連ᦠ自

❧化ಁ㐍プログラ࣒」のᚋ⥅ไᗘについては㸪文部

科学┬科学ᢏ⾡・学⾡ᑂ㆟会⏘業連ᦠ・ᆅ域ᨭ部

会⏘学ᐁ連ᦠ᥎㐍ጤဨ会において᳨ウが行ࢃれてい

る。 
 

３㸬ࢱ࣮ࢿࢹ࣮ࢥᮇᚅࡿࢀࡉᙺ࣭ᴗ  ົ

コーディネータに関する学⾡論文等ඛ行研究は少

なく㸪ไᗘ関ಀ資料や⏘学ᐁ連ᦠジャーࢼルのྛ種

コーディネータのయ験グ事等を参↷にこれまでのไ

ᗘにおける業務等を㋃まえコーディネータにᮇᚅさ

れる役・業務とไᗘ上の課題をᩚ理する。 
まず㸪コーディネータ関連策のᄏ▮といえる

RSP事業「科学ᢏ⾡コーディネータ」の業務として

は㸪「ネットワーク構築ᆺ」では㸪(1)᥈⣴分㔝のタ

定㸪(2)ᆅ域ࢽーࢬ・研究ࢩーࢬ調査㸪(3)ᆅ域のᢏ⾡

クト࢙との⤫合㸪(4)研究プロジࢬーࢩと研究ࢬーࢽ

の画㸪(5)ᆅ域合意のᙧᡂ㸪(6)公㛤㸪(7)その他ᆅ

域⊂自の活動㸪また㸪「研究ᡂ果⫱ᡂᆺ」では㸪(1)
大学等の研究ᡂ果の調査と情報のᩚ理㸪(2)業ࢽー

の調査と情報のᩚ理㸪(3)大学等の研究ᡂ果のᐇ用ࢬ

化の可能性評価㸪(4)業ࢽーࢬを㋃まえた研究ᡂ果

⫱ᡂ計画のసᡂと⫱ᡂヨ験㸪(5)ᢏ⾡⛣㌿関連のㅖ事

業のᶫΏし㸪(6)他ᆅ域との交流㸪業務連⤡㸪(7)
その他連ᦠ調ᩚがつ定されている。 
また㸪文部科学┬「⏘学ᐁ連ᦠコーディネーター」

のステージにᛂじた役事は௨ୗのとおりᩚ理さ

れている。 
ステージ㸯㸸・大学ࢩーࢬと業ࢽーࢬのᢕᥱ㸪・発

᥀大学ࢩーࢬと業ࢽーࢬの࣐ッチング㸪・大学研

究ᡂ果のᢏ⾡⛣㌿㸪事業化に向けたアドバイス 
ステージ㸰㸸・大学内外における⏘学ᐁ連ᦠయไの

構築ᨭ㸪・ࣔ デルとなる⏘学ᐁ連ᦠプロジ࢙クト

の画・ຓゝ㸪・ᩍ職ဨの⏘学ᐁ連ᦠ意識の㔊ᡂ 
ステージ 3㸸・ᆅ域㸪自యとの連ᦠࢩステ࣒の構

築ᨭ㸪・全ᅜ的なネットワークを活用して⏘業⏺

のᖜᗈいࢽーࢬに対ᛂ㸪・ࢩーࢬ造のಁ㐍㸪目

きによるࢩーࢬから事業化のつなぎ 
さらに㸪ඛ行研究㸪య験グ事等から௨ୗの指が

ある。 
・コーディネート機能㸦出会いの場Ѝ知識の⩻ヂЍ

プロジ࢙クト出）㸪࣐ネジ࣓ント機能㸦プロジ࢙ク

ト出Ѝプロジ࢙クト᥎㐍Ѝ事業化とᘬ⥅ぎ）と

ྛ々にồめられるேᮦീ㸦ゐ፹役と≌ᘬ役等） 
・「コーディネータ」は「プロデࣗーࢧ」㸦研究ࢩー

の参ຍの参ຍ要ㄳЍ業の展㛤分析Ѝ研究者ࢬ

要ㄳЍ研究者・業のㄝ明Ѝ⏦ㄳ書ᥦ出Ѝ研究㛤

発ᨭ㸦特チ出㢪等）Ѝ業化ᨭ） 
・業とのඹ同研究における⥅続的資金の確保のດ

ຊ㸦公ເ情報等情報集㸪⏦ㄳ書のసᡂ方法等公的

資金⋓得ノウࣁウ） 
・大学等研究者と業等ᢏ⾡者のインセンティࣈの

調  ᩚ
・大学ᩍ職ဨ・業関ಀ者・ᆅ域関ಀ者等とのⰋዲ

な関ಀを築けるே間的㨩ຊ・ネットワークே⬦等 
 さらにไᗘ上の課題として㸪ᆅ域における「カリ

ス࣐的コーディネータ」ேᮦ㸪ⱝ手・ዪ性ேᮦ⫱ᡂ

のキャリアパスもྵめた⥅続的な確保活用方策等が

ᣲࡆられている。 
 ௨上ᩚ理すると㸪ᚋはᚑ来ᆺの大学ࢩーࢬと

業ࢽーࢬの࣐ッチングを行う目きேᮦから㸪課題

ゎỴᆺのプロデࣗースேᮦや事業化まで見ᤣえた多

様化・高ᗘ化したプロジ࢙クト・ディレクターᆺの

ேᮦの⫱ᡂ・⥅続的確保がồめられている。 
 
㸲㸬ࢱ࣮ࢿࢹ࣮ࢥ㛵㐃⟇㛵ࡿࡍᚋࡢㄢ㢟

ᒎᮃ 

௨上を㋃まえた日本生に向けたᡃがᅜのᙉࡳを

活かした࢜ープン・イノ࣋ーࣙࢩンࢩステ࣒の構築

にᐤ与するコーディネータ関連策に関する課題と

展望の࣏イントを௨ୗにまとめる。 
・多様化・高ᗘ化したコーディネート業務の対ᛂ 
の構築に向け࣒ステࢩンࣙࢩー࣋ープン・イノ࢜

てᚋますます多様化・高ᗘ化するコーディネータ

能ຊの⫱ᡂ手法㸦ᬯ㯲知の⥅ᢎ㸪新価್造ຊᙉ化㸪

ᙧᘧ知のᶆ‽化・⥅ᢎ）の᳨ウ㸪また㸪相に知識

⤒験をඹ᭷し㸪スキルアップをᅗれるネットワーク

機能ᙉ化とࢩステ࣒のᑟධ 
・コーディネータ関連策の⥅続性 
ᆅ域におけるே的資源の⫱ᡂ・確保は時間も要す

るため㸪これまでの⤒験ᐇ⦼のあるコーディネータ

⤒験者を⥅続的に㞠用できるようなᅜ・ᆅ方公ඹᅋ

య等のᨭไᗘのᚲ要性と⤒験者も活用したⱝ手・

ዪ性ேᮦ⫱ᡂとキャリア・パスの確❧ 等 
ᚋの課題としては㸪ྛᆅ域で活動しているコー

ディネータのಶ別事情に対ᛂしたよりලయ的な策

の᳨ウ等を行うண定である。㸦参考文献┬␎） 




